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東京都中央卸売市場における 2020 年産の愛知県産農産物の動向 

東京事務所行政課農産物プロモーショングループ

2020 年産（１月から 12 月まで）の東京都中央卸売市場（９市場）での本県産農産物の

総取扱額は 284 億円(シェア 4.5%)で 47 都道府県の中で第８位でした。 

なお、本県産農産物の内訳は野菜が 158 億円（前年対比 91.2% ）、果実が 19 億円（前

年対比 112.2%）、花きが 107 億円（前年対比 95.2％）となりました。 

１ 野菜の動向

野菜の総取扱額は 3,694 億円で、前年をやや上回り（＋3.6％、129 億円増）、本県産

のシェアは 4.3％でした。 

  本県産のキャベツは、１～２月は潤沢な入荷により単価が低迷し、３月以降は家庭内

需要の高まりもあって高値で推移しました。しかし、台風等の被害がなく作柄良好で 10

月下旬以降は再び単価が低迷したため、取扱額は前年をかなり下回りました。トマトは、

１月以降、入荷量の少ない状態が続く中で単価は堅調な推移をし、11月以降は安値となっ

たものの、取扱額は前年並となりました。ブロッコリーは、前進出荷による３～４月の

入荷減により単価が高騰したものの、それ以外の期間は順調な入荷が続いて全般的に安

値となり、取扱額は前年を大幅に下回りました（表１）。 

表１ 東京都中央卸売市場における本県産主要品目の取扱額（野菜）  

 （単位：千円） 

品目 2020 年 前年対比 順位（シェア）* 上位産地 

野菜合計 15,820,596 91.2% ７位（4.3%） ①茨城、②千葉、③北海道 

キャベツ 3,893,994 93.5% ２位（20.2%） ①群馬、③千葉 

トマト 2,665,383 100.9% ３位（9.4%） ①熊本、②栃木 

ミニトマト 2,387,541 91.6% ２位（16.3%） ①熊本、③北海道 

おおば 2,708,117 104.3% １位（86.8%） ②茨城、③大分 

ブロッコリー 811,200 65.9% ６位（6.2%） ①北海道、②香川 

 * 順位は全国順位。シェアは外国産を含めて算出。 

２ 果実の動向

 果実の総取扱額は 1,813 億円で、前年並（＋1.8%、31 億円増）となり、本県産のシェ

アは 1.1％でした。 

本県産のいちじくは、単価は前年をやや上回るも、長梅雨等の影響で全体的に入荷量

が少なかったため、取扱額は前年をやや下回りました。いちご類は、１～６月は天候の

影響で入荷量が少なく、10～12 月は高温で花芽分化が遅れるなどし、取扱額は前年をか

なり下回りました。かき類は長梅雨や高温干ばつの影響で入荷が減少したものの、ひょ

う害のあった前年比では、取扱量が多く単価も高かったこと、メロン類は新型コロナウ

イルス感染症の影響で直売用が市場出荷されたことから、これらの取扱額は前年を大幅

に上回りました。本県産の他の品目も含めた果実全体の取扱額は前年をかなり上回りま

した。（表２）。 
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表２ 東京都中央卸売市場における本県産主要品目の取扱額（果実） 

（単位：千円） 

品目 2020 年 前年対比 順位（シェア）* 国内上位産地 

果実合計 1,926,845 112.2% 17 位（1.1%） ①青森、②栃木、③愛媛 

 みかん類 429,646 112.2% ８位（1.5%） ①愛媛、②静岡、③長崎 

 いちじく 440,335 96.0% １位（52.9%） ②和歌山、③福岡 

 かき類 476,959 146.6% 6 位（7.6%） ①和歌山、②奈良、③福岡 

 いちご類 257,497 87.5% 11 位（0.8%） ①栃木、②福岡、③茨城 

 メロン類 83,272 184.4% 10 位（0.9%） ①茨城、②静岡、③熊本 

 * 順位は全国順位。シェアは外国産を含めて算出。 

３ 花きの動向 

 花きの総取扱額は 756 億円で、前年をかなり下回り（△7.9%、65 億円減）、本県産の

シェアは 14.1％でした。 

 本県産の切り花及びらん鉢は、全体的に新型コロナウイルス感染症の影響を受け単価

は前年を下回り、菊類・カーネーション類・らん鉢は、入荷量も減らしました。その一

方で、観葉植物はコロナ禍での園芸需要の高まりを受けるなどして単価が前年を上回り、

鉢花も入荷量を増やしました。 

本県産の花きの取扱額は前年をやや下回りました。（表３）。 

表３ 東京都中央卸売市場における本県産主要品目の取扱額（花き） 

（単位：千円） 

品目 2020 年 前年対比 順位（シェア）* 国内上位産地 

花き合計 10,651,938  95.2% １位（14.1%） ②千葉、③埼玉 

切り花計 7,931,702 93.5% １位（15.8%） ②千葉、③静岡 

 菊類 5,423,216  93.9% １位（39.3%） ②沖縄、③茨城 

 ばら類 838,477 97.2% １位（17.7%） ②静岡、③山形 

カーネーション類 281,494 91.1% ４位（5.9%） ①長野、②千葉、③北海道 

観葉植物 1,197,483 104.9% １位（34.4%） ②静岡、③鹿児島 

鉢花 541,487 104.2% ２位（12.7%） ①埼玉、③千葉 

らん鉢 351,831 86.8% ５位（8.9%） ①埼玉、②千葉、③山梨 

 * 順位は全国順位。シェアは外国産を含めて算出。 
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「あいち食育いきいきプラン 2025」を作成しました 

食育消費流通課

愛知県では、食育を総合的かつ計画的に推進するため、愛知県食育推進会議（会長：知

事）を設置し、食育基本法第 17 条第１項で規定する愛知県食育推進計画を作成し、食育を

県民運動として推進しています。 

 2006 年 11 月に第１次計画を作成、以降５年ごとに見直しを行い、2021 年３月に第４次

愛知県食育推進計画である「あいち食育いきいきプラン 2025（以下、「プラン」という。）」

（計画期間 2021～2025 年度）を作成しました。 

１ プランの位置づけ 

・プランは、県民一人一人が食の大切さを理解し、主体的に取り組むための指針です。 

・プランは、あらゆる場所や機会において、食や教育、保健医療に関する各関係者が連

携・協力して愛知県における食育に関する取組を総合的かつ計画的に推進するための

基本とします。 

・国の食育推進基本計画に基づく施策の推進を図るとともに、地域に密着した食育活動

が推進されるよう、市町村食育推進計画と密接に連携して取組を進めます。 

２ あいちの目指す食育～目指す姿と取組の方向～ 

・「食を通じて健康な『体』をつくる取組」、「食を通じて豊かな『心』を育む取組」、「食

を通じて『環境』に優しい暮らしを築く取組」に加え、「食育を『支える』取組」の４

つの取組を推進し、食育の実践による健康で活力ある社会の実現を目指します。 

・プランでは、これまでの取組を「継承」するとともに、多様な主体同士の連携や新し

い生活様式の実践、SDGs 達成への貢献などを踏まえ、取組を「SHIN 化」（新化・進化・

深化・伸化）させ、食育の実践力を高めていきます。 
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３ 取組の展開方法 

・ライフステージと生活場面に応じた食育 

県民が心身ともに健康で豊かに暮らすために、乳児

期から高齢期に至るまでのライフステージと生活場

面に応じ、生涯を通じた食育を進めます。 

・多様な関係者による食育の取組 

食にかかわる多様な関係者が各々の役割と特性を

生かしつつ、相互に連携・協力し合い、県民の主体的

な食育の取組を促します。 

４ 具体的な取組 

５ 食育の取組を進める「２０の数値目標」 

２０の数値目標のうち、主な目標は以下のとおりです。  

①食を通じて健康な体をつくるための目標 

「朝食を毎日食べる」、「適正体重のコントロール」、「歯や口の健康維持」や「野菜摂

取」等 

②食を通じて豊かな心を育むための目標 

「家族や友人と一緒に楽しく食事をする」、「農林漁業体験学習への取組」や「郷土料

理の伝承」等 

③食を通じて環境に優しい暮らしを築くための目標 

「無駄や廃棄の少ない食事づくり」、「学校給食における県産食品の利用」や「県産農

林水産物の優先購入」等 

④食育を支えるための目標 

「食育活動を助ける『食育推進ボランティア』から食育を学んだ人や学校等との連携」

や「『いいともあいち運動』を知っている人」等  

６ その他 

・第４次愛知県食育推進計画「あいち食育いきいきプラン 2025」が御覧いただけます。 

  愛知県の HP https://www.pref.aichi.jp/soshiki/shokuiku/plan2025.html 

 ・愛知県の食育のいろいろな情報が御覧いただけます。 

  「食育ネットあいち」 https://www.pref.aichi.jp/shokuiku/shokuikunet/ 

「おうちでごはんの日」の実施
愛知県では、
「食育の日」である毎月 19日を
「おうちでごはんの日」とし、
早めに帰宅して、家族や友人と
一緒に食卓を囲むよう勧めています。

「愛知県食育推進ボランティア」の活動
県が募集・登録し、食育に関する情報提供
や活動の橋渡しなどの支援を行っている
個人やグループで、県内各地で様々な食育
の推進活動を自主的に行っています。

「いいともあいち運動」への参加
 県内の消費者と生産者が相互理解や交流を深めたり、地産地消を深めることで、
 県民みんなで県の農林水産業を支えていこうという愛知県独自の取組です。
 「いいともあいち」には、
１ 県内の消費者と生産者が今まで以上にいい友関係になる

 ２ Eat more Aichi products
（イート モア アイチ プロダクツ）

   ＝もっと愛知県産品を食べよう（利用しよう）の意味が込められています。
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トマト類の品質検討会が開催されました 

東京事務所行政課農産物プロモーショングループ

首都圏の卸売会社 11 社の担当者で構成する京浜市場愛知県野菜連絡会トマト・ミニトマ

ト研究会（以下「研究会」という。）は、冬春トマトの出荷シーズンに、定期的に品質検討

会を開催しています。2021 年５月 13 日（木）に各産地のトマト類（大玉トマトとミニトマ

ト）について外観や食味などを査定するとともに、情勢などについて意見交換しました。 

１ 品質検討会 

研究会は、毎シーズン、出荷序盤の 12 月を皮切りに、厳冬期の２月と暖候期の４～５

月の計３回、品質検討会を開催しています。 

例年は会員だけでなく愛知県内産地の生産者も参集されますが、今回は緊急事態宣言

中であったため産地からは参集せず、６社の会員が参加しての開催となりました。 

（１）品質検討結果 

 ア 大玉トマト 

大玉トマトは愛知県内産地の６サンプル、県外産地の

３サンプルの計９サンプルを対象に、着色や玉揃い等の

外観、裂果や軟果等の品質を合議によって査定した後、糖

度と食味査定を行いました。食味は、各箱の中から着色が

最も進んだ赤色の濃いものと、最も赤色の薄いものを選

び出し、５段階の指数で査定しました。 

なお、食味査定の際は、昨年から産地名を伏せています。 

結果は、産地に

よって外観や品

質に差がみられ、

特に色揃いに大

きな差がみられ

ま し た 。 糖 度

（Brix%）はいず

れの産地も５度

前後、食味は各産

地２点台から３

点台と大きな差

はありませんで

した（表１）。「全

般的に黄変果※

が出始めており、

味もボケてきている。後続産地への切り替わりを防ぎ、出荷の最後まで顧客に使って

もらえるよう、軟果、黄変果の発生に注意してもらいたい。」との講評がありました。 

※黄変果：果実上部の肩部が赤く着色せず、黄色に変色した着色不良果 

重量 玉数 外 観 品 質

kｇ 個数 着色 色揃 玉揃 形状 花落 病果 裂果 傷果 空洞 軟果 銀粉

県内A 2 5.9 2.8
3 5.3 2.8

県内B 1 4.8 2.8
3 5.2 3.3

県内C 1 4.7 3.3
4 5.0 2.3

県内D 2 4.8 2.3
6 5.3 2.0

県内E 2 4.8 2.5
5 5.5 2.0

県内F 2 5.1 2.8
5 5.8 2.5

県外A 2 5.2 2.5
4 5.3 3.0

県外B 1 5.8 3.5
2 5.3 3.0

県外C 1 5.4 3.0
3 5.4 3.0

上段：赤目、下段：青目 上段：赤目、下段：青目
※調査方法及び記入上の注意
  １　階級はＢＬとする。

　２　外観及び品質は、選果基準表に基づき評価する。

　３　外観：着色は２玉（赤目１玉、青目１玉）を選果基準表の番号により評価する。色揃から形状は◎、○、△、×の４段階で評価する。

　４　品質：花落から銀粉は個数をカウントして、特記事項をコメント欄に記入する。

  ５　食味：糖度は２玉（赤目１玉、青目１玉）を調査する。５段階指数（悪１～５良）で評価する。

外観及び品質に
関するコメント

2
黄変果６
※等階級：AL

4.5 18 △ ○ ○

○4.1 20 ○ ○

4

4.0 20 △ ○ ○

2

黄変果４、
チャック１

4.0 20 × △ × 2

1 1 2

ヘタ周り黄色くなり
そうな玉アリ4.2 18 △ ○ △

1 5
ヘタ周りの
圧せ？病果？５

黄変果１５、
チャック１

4.1 20 ○ ○ ○ 3

1 124.1 20 △ △ △

4.5 20 ◎ ○ ○

1

4.4 20 ○ ○ ○

食味
指数平均

産地名 糖度

黄変果４

黄変果（軽微）２

黄変果１４

品質査定の様子 

 表 1 大玉トマトの品質査定の結果 
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イ ミニトマト

ミニトマトは愛知県

内産地の５サンプル、

県外産地の４サンプル

の計９サンプルを対象

に、着色や玉揃い等の

外観、裂果や傷果等の

品質を査定した後に、

糖度測定と食味査定を

行いました。 

表２のとおり、外観

や品質に産地間の差は

ほとんどありませんで

したが、糖度（Brix%）

は６～７度台が多かっ

た中で、それを上回る

県内産地がありまし

た。「色回りの良いもの

は食味も比較的良かった。愛知県産ではないがカビが散見されるところもあった。気

温、湿度とも上がってくるため、今後注意して欲しい。」との講評がありました。 

（２）情勢報告等 

品質査定結果の協議後、市場情勢及び愛知県内外の産地情勢の報告がありました。 

また、顧客への商談に向けてどのような情報が産地から出されると有用か、参考に

すべき他産地の取組について意見交換されました。 

さらに、前々日に大田市場において行った大玉ト

マトの黄変果の発生状況調査の結果について、「多く

の産地で発生が目につく。」と報告がありました。 

最後に、今回の結果を受けて愛知県内の各産地に

対し、以前に作成した時期ごとに求められるトマト

類の品質を参考にしてもらいながら、①大玉トマト

は出荷の最後まで使ってもらうため、軟果、黄変果が

発生しないよう求めていく、②ミニトマトは、裂果、

軟果が少なかったため今後も品質の維持を求めてい

く、とされました。 

２ 黄変果について 

黄変果は、５月頃から発生が目立ちはじめ、栽培中の果実に直射日光が当たり表面温

度が高くなることが発生原因のひとつと考えられています。出荷時には症状がわかりづ

らく、輸送や保管の過程で着色が進むことで発生が顕著になります。 

今後も大田市場での発生状況を随時調査し、産地に情報提供していきますが、黄変果

は商品価値が下がり、産地への信頼に大きく関わることから、産地での対策が求められ

ます。 

黄変果の発生状況 

 表２ ミニトマトの品質査定の結果 

産地名 品 質

着色 色揃 玉揃 形状 色沢 病果 裂果 傷果 へた落ち

県内A 2 1 7.4

2 6.6

県内B 2 1 7.6

2 7.9

県内C 2～3 7.5

2～3 7.2

県内D 3～4 8.3

3～4 9.3

県内E 3 7.3

7.3

県外A 2 7.8

7.5

県外B 3 6.7

3 7.1

県外C 4～5 6.2

4～5 5.9

県外D 1 7.4

4.6
上段：赤目、下段：青目

※調査方法及び記入上の注意

　１　外観及び品質は、選果基準表に基づき評価する。

　３　品質：病果からへた落ちは個数をカウントして、特記事項をコメント欄に記入する。

　２　外観：着色は２玉（赤目１玉、青目１玉）を選果基準表の番号により評価する。
　　　　　　色揃から色沢は◎、○、△、×の４段階で評価する。

  以下の項目のサンプルについては、１ケースの中から上段右上１ＰＫ、下段左下１ＰＫを用いる。
　ケース内の特記事項はコメント欄に記入する。階級は秀Ｍとする。

○2～3 ○ ○ ○ ○

△ ○ ○ ○ △

2～3 ○ ○ ○ ○ ○

○ 軟果４つ混入 ○

○ ○ ○ ○

2～3 ○ ○ ○

軟化玉混入 ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○

○

糖度 食味
外　　　　　　　　　観 外観及び品質

のコメント

○ ○ ○ ○

6



「いいともあいち運動」の取組について

食育消費流通課 

１ いいともあいち運動とは 

「いいともあいち運動」は、県民の皆さんに農林水産業の大切さを御理解いただき、

「愛知県農林水産業の応援団」になってもらい、消費者と生産者が一緒に本県農林水産

業を支えていこうという取組です。また、県民の方々に愛知県産農林水産物をもっと食

べていただきたい（利用していただきたい）という、「愛知県版地産地消の取組」でも

あります。

２ いいともあいち運動の主な取組内容 

（１）運動の輪を広げ、県産農林水産物の認知度を高める 

ア いいともあいちネットワーク等の拡大 

・生産者団体を始めスーパー、飲食店といった流通関係者、

消費者団体等のネットワーク会員あてに「いいともあいち

だより」を配信 

・県ホームページ「いいともあいち情報広場」や Facebook で、会員の取組や新商品、

店舗、イベント等の情報を広く紹介 

･愛知県の農林水産業を応援していただける「いいともあいちサポーター」を募集し、

メールマガジン「あいまる通信」を配信 

イ キャンペーン月間（11 月）の取組の強化 

・大手量販店における「いいともあいちフェア」の開催 

ウ 県産農林水産物を使った商品へのシンボルマークの表示 

  ・運動の認知度向上のため、県産農林水産物及びその加工商

品へのシンボルマーク「あいまる」の表示推進  

エ 県内外に向けた県産農林水産物のプロモーション 

  ・ＳＮＳ等を活用したイメージアップ情報の発信 

  ・首都圏における知事トップセールス等の実施 

（２）県産農林水産物の利用拡大 

ア いいともあいち推進店の登録推進 

・県産農林水産物や加工食品等の販売や利用に力を入れる

販売店や飲食店を「いいともあいち推進店」として登録 

イ 「愛知のふるさと食品コンテスト」の開催 

  ・県内で生産された農林水産物を主な原材料に用いて製品

化された加工食品を対象にコンテストを開催 
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日本で初めての画像せりの取組について 

東京事務所行政課農産物プロモーショングループ

株式会社フラワーオークションジャパン（以下「ＦＡＪ」）は 2020 年２月、日本の切花

市場取引において初めて、画像のみでセリを行う画像せりを導入しており、コロナ禍にあっ

てリモートのせり参加者が増えています。 

１ 取組の経緯 

これまでＦＡＪの切り花せりでは、商品をせり場に置き、せり人が箱から商品を取り

出して買い手に見せながらせりを行う方法をとっていました。 

しかし、商品が市場に到着してから配送されるまでの間、温度管理のできないせり場

で保管されるため夏場の品質への影響が問題となり、産地から品質管理を改善するよう

要望が上げられていました。 

  そこで、商品をせり場に置かない画像せりの導入に向けて、2019 年７月にプロジェク

トチームを立ち上げ、検討が進められました。現物と画像を併用する形での試行や仲卸

や買参人等への説明会を経て、2020 年２月に本格的に導入されました。 

２ 画像せりについて 

画像せりでは商品が到着すると、専用のベルトコンベア

式の撮影機械で自動撮影します。 

せり場では、現物は見せず、買い手は会場の上下に設置

したモニターを見ながら応札します。上のモニターには商

品情報とともに現物画像が表示され、下には現物画像と開

花時の様子のわかる見本画像が表示されます。せり人は会

場のセリブースから商品の紹介やせりの進行をします。 

画像せりの導入により、商品の品質管理徹底につながり昨

年は夏場のクレーム件数が減ったとのことです。また、せり

人が箱から商品を出し入れする作業等がなくなったことで、

せり時間の短縮にもつながりました。 

３ リモート取引での活用と今後について 

これまでもインターネットを利用してリモートでせりに参

加することができましたが、せり場のライブ映像を見ながら

の取引のため、商品が見にくい等の課題がありました。 

しかし、画像せりの導入によって、自宅や職場でも市場

にいるのと変わらない条件で取引に参加できるようになり

ました。新型コロナウイルス感染症拡大で、テレワークが

推奨されることもあり、利用者は増えているとのことです。 

現在は、商品の現物写真は１枚となっており、商品説明

等の情報提供の強化に取り組んでいくとのことです。 

画像せりの様子（切り花）

せり人 

現物画像 

見本画像 

モニターの表示内容 

商品の現物を見せる鉢

花のせりの様子 
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愛 知 産 青 果 物 の 動 向

「青果物の見通し」及び「花きの見通し」ページにおいて使用する『変動の幅を
表す用語』につきましては、下記の基準で記載しております。

前年並 ：±１％台以下
わずか ：±２％台以内
や や ：±３～５％台
かなり ：±６～15％台
大 幅 ：±１６％以上

○ 名古屋市中央卸売市場（品目：アールスメロン）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) 愛知産 （上位３産地）

２年実績 １，１２９ ２６０ ７７２ ４４２ 愛知（５１％）
(２３％) 静岡（３７％）

高知（ ９％）
３年見通し １，１００ － ８５０ －

概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

静岡、愛知、熊本からの入荷が中心とな 産地や農協と出荷情報の共有を密に行い、
る。全ての産地で今のところ生育順調であ 販売に活かしていきたい。
り、大玉傾向で玉伸びもよい。ただ、東海 消費者は大玉を求める傾向があるが、生産
地方は例年より梅雨入りが早かったため、 者には大玉にこだわりすぎず、適期収穫をお
愛知の出荷ピークである８月の旧盆におけ 願いしたい。市場としては、高値で販売でき
る入荷量を確保できるか懸念される。 るよう努力する。客離れがないよう、品質第

入荷量は前年をわずかに下回り、価格は 一での栽培をお願いしたい。
前年をかなり上回る見込み。

○ 東京都中央卸売市場（品目：とうがん）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) 愛知産 （上位３産地）

２年実績 １，８８９ ４３４ １６７ １９９ 沖縄 （２６％）
（２３％） 静岡 （２１％）

神奈川（１７％）
３年見通し １，８００ － １７０ －

概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

愛知のほか、沖縄、静岡、神奈川などか 愛知県産は品質が高いため、これまでどお
らの入荷となる。 り、形や色を揃えるなど高品質の保持に努め

前年は業務需要が低迷し、７月以降の愛 て欲しい。
知からの入荷量を減らした結果、総入荷量 出荷時期について、産地リレーを円滑に進
は令和元年をかなり下回った。 めるため、出荷期間を長くし、遅くまで出荷

本年は沖縄の切り上がりが早まり、主力 してもらいたい。
は静岡、愛知へと移る。愛知は５月下旬に また、小とうがんに関し、売場の確保に向
入荷開始も、玉伸びが鈍く量を減らすか。 けて早めの出荷が望ましい。

入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
並となる見込み。
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名古屋・東京市場における青果物の７月の見通し

６月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２８年 ２８，２８２ 257 266 267 長野 28%
２９年 ２９，９１１ 254 261 245 北海道 14%
３０年 ２９，２１２ 216 215 208 兵庫 12%
元年 ３０，８４２ 215 246 265 青森 8%
２年 ３０，６６８ 217 226 221 群馬 7%

５ ヵ 年 平 均 ２９，７８３ － － －

３ 年 見 通 し ３０，０００ － － －

２８年 １，３４９ 147 133 101 青森 55%
２９年 １，３１６ 86 86 83 北海道 35%
３０年 １，２５２ 87 142 141 岐阜 6%
元年 １，５２８ 75 85 72 長野 3%
２年 １，４９０ 118 114 122 0 0%

５ ヵ 年 平 均 １，３８７ 102 111 103

３ 年 見 通 し １，４５０ 90 105 105

２８年 １，４８４ 127 169 200 青森 52%
２９年 １，５３９ 113 98 88 北海道 46%
３０年 １，５１４ 130 176 161 中国 1%
元年 １，７７２ 110 122 124 0 0%
２年 １，９５７ 266 275 332 0 0%

５ ヵ 年 平 均 １，６５３ 154 172 187

３ 年 見 通 し １，８００ 120 150 150

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野

菜

計

２５２
２１３
２４２
２２２
２８１

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

だ

い

こ

ん

１２１
８２

１１８
７５

１１５

１０２  前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

前年主要産地（％）

２４２

２１７

　長野、北海道、兵庫などから入荷する。
産地の切り替わりで前半は数量減を見込む
品目も見られるが、後半は概ね順調な入荷
を見込む。また、４～５月の天候不順も入
荷量に影響している。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年を大幅に下回る見込み。

１４０

１００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　青森、北海道を中心に入荷する。青森、
北海道は高齢化や経費高騰等により作付面
積は減少したが、生育は良好である。ま
た、コロナ禍で消費は鈍いため、前年より
も単価安の予想。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年をかなり下回る見込み。

１７２

　青森、北海道を中心に入荷する。前年は
前段産地である岐阜が不作であったため価
格が急騰したが、本年はスムーズな産地リ
レーを見込む。北海道は７月下旬から入荷
の予想。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は高
値だった前年を大幅に下回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

に

ん

じ

ん

１６５
９８

１５７
１１９
２９４

名古屋市中央卸売市場
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注）

6月30日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２８年 １１９，６２１ 266 276 253 群馬 16%
２９年 １２５，２２５ 233 227 218 長野 15%
３０年 １１７，７３５ 250 266 292 茨城 11%
元年 １２０，３０２ 233 252 243 北海道 11%
２年 １１４，９２５ 285 294 333 青森 7%

５ ヵ 年 平 均 １１９，５６２ － － －

３ 年 見 通 し １２１，０００ － － －

２８年 ８，２８３ 149 122 96 北海道 57%
２９年 ８，８９１ 83 71 74 青森 35%
３０年 ７，１４８ 89 136 138 千葉 3%
元年 ８，７９０ 77 79 70 岩手 2%
２年 ７，４７７ 114 112 116 群馬 2%

５ ヵ 年 平 均 ８，１１８ 102 102 97

３ 年 見 通 し ７，６００ 120 110 100

２８年 ６，１３３ 110 157 191 青森 45%
２９年 ６，５６２ 112 99 89 北海道 35%
３０年 ５，８８６ 118 156 161 千葉 12%
元年 ６，２６６ 105 112 125 中国 5%
２年 ５，７５３ 250 254 304 長崎 1%

５ ヵ 年 平 均 ６，１２０ 137 153 171

３ 年 見 通 し ５，９００ 120 130 140

 入荷量・価格の動き

に

ん

じ

ん

１３０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

２７２

１５４

２６１

２５５
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

だ

い

こ

ん

１１９
７６

１２１
７６

１１４

１００

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

１１０

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野

菜

計

２６５
２２６
２６９
２４３

前年主要産地（％）

３０５

　群馬や長野の高冷地や、北海道など関東
以北産地からの入荷が中心となる。一部品
目でみられた４月の低温等による生育遅れ
は、その後の好天により回復。梅雨時期の
天候次第の面あるも順調な入荷を見込む。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は高値
だった前年を大幅に下回る見込み。

１５０
１００

 前年及び本年の

　北海道、青森からの入荷が中心となる。
北海道は産地により低温による生育遅れが
懸念されたが問題ない見込み。青森は生育
順調で肥大も進み、安定した入荷を見込む
も量が増えるのは下旬か。
　入荷量は前年並となり、価格は前年をや
や下回る見込み。

　青森、北海道、千葉からの入荷がほとん
どを占める。一部に低温による生育遅れが
みられるも全体的には概ね順調な生育。主
力青森がピークとなり出回り量に不足はな
いが、若干の端境が心配される。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
高騰した前年を大幅に下回る見込み。

１４５
１１４

「ねぎ」は「こねぎ」を含む。
「なす」は「長なす」と「べいなす」を含む。
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６月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２８年 １，６７３ 54 59 56 長野 100%
２９年 １，８０８ 47 52 58 0 0%
３０年 １，６１６ 66 68 105 0 0%
元年 ２，０８０ 50 65 88 0 0%
２年 １，９６８ 78 95 139 0 0%

５ ヵ 年 平 均 １，８２９ 59 68 90

３ 年 見 通 し １，９００ 65 55 60

２８年 ４，１３６ 75 82 80 群馬 45%
２９年 ４，４８６ 68 61 66 長野 35%
３０年 ３，８２１ 91 87 130 茨城 10%
元年 ３，８９９ 73 75 81 北海道 4%
２年 ３，９２５ 89 88 129 愛知 3%

５ ヵ 年 平 均 ４，０５３ 79 78 96

３ 年 見 通 し ３，８００ 90 80 70

２８年 １８２ 714 748 673 岐阜 90%
２９年 １８６ 592 689 656 茨城 5%
３０年 １６１ 655 744 841 長野 2%
元年 ２３１ 525 624 582 愛知 2%
２年 ２０４ 698 745 847 静岡 2%

５ ヵ 年 平 均 １９３ 632 706 713

３ 年 見 通 し ２００ 650 750 600

 前年及び本年の

 前年及び本年の

８０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き

　群馬、長野を中心に、茨城などから入荷
する。愛知、茨城は切り上がりが早まる予
想で、入荷終了が近い。群馬、長野は順調
な生育で、７月中旬から入荷量増の見込
み。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
を大幅に下回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　長野からほぼ全量を入荷する。産地の生
育状況は順調で、安定した入荷を見込んで
おり、販売も順調である。漬物・加工用の
需要に期待している。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は高値
だった前年を大幅に下回る見込み。

７７
６４

１０２
７６

１０１

８３

は

く

さ

い

５３
５２
７７
６６

１０３

７１

　岐阜を中心に入荷する。岐阜の高冷地は
生育順調で、平年並の入荷が見込まれる。
７月下旬頃から夏品種に切り替わり、入荷
量は徐々に増加していく見込み。
　入荷量は前年並で、価格は前年をかなり
下回る見込み。

ほ

う

れ

ん

そ

う

７０１
６３７

 前年及び本年の

６５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

５６８
７５９

６７３

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

６０
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ベ

ツ
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0

50

100

150

200

250

300

350

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7

単価

円/Kg
数量

t

月

0

50

100

150

200

250

300

0

2,000

4,000

6,000

8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7

単価

円/Kg
数量
t

月

0

200

400

600

800

1,000

1,200

0

100

200

300

400

500

600

8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7

単価

円/Kg

数量

t

月

12



6月30日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２８年 ５，７８３ 54 54 53 長野 83%
２９年 ６，６７９ 50 53 60 群馬 15%
３０年 ６，７３６ 63 61 108 茨城 1%
元年 ７，５６６ 51 64 86 北海道 1%
２年 ７，０９４ 72 90 129

５ ヵ 年 平 均 ６，７７２ 58 65 89

３ 年 見 通 し ７，０００ 70 65 60

２８年 １６，２３２ 73 75 70 群馬 68%
２９年 １６，５９７ 68 57 54 岩手 14%
３０年 １５，４７６ 85 84 137 長野 6%
元年 １６，６３０ 71 72 72 茨城 5%
２年 １６，７４９ 87 83 123 千葉 3%

５ ヵ 年 平 均 １６，３３７ 77 74 91

３ 年 見 通 し １６，６００ 90 85 80

２８年 ９２３ 640 612 602 群馬 31%
２９年 ９５８ 459 643 626 茨城 27%
３０年 ８０３ 542 724 818 栃木 23%
元年 ９７６ 482 622 537 岩手 6%
２年 ９１４ 588 752 818 岐阜 5%

５ ヵ 年 平 均 ９１５ 541 668 674

３ 年 見 通 し ９３０ 520 600 650

６７７
５４７

９９

８１

８５

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

ほ

う

れ

ん

そ

う

６１８
５６５

キ

ャ

ベ

ツ

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

１０２

 前年及び本年の

５９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

６２１

７１４

７３
５９

は

く

さ

い

５４
５５
７５
６６
９８

７０

６５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

 前年及び本年の

７２

　群馬など関東高冷地を中心に、岩手や岐
阜からの入荷となる。各産地とも生育は概
ね順調。天候の影響で病害の多発が懸念さ
れるが現状では問題とならない程度。不足
感のない出回りが見込まれる。
　入荷量は前年並となり、価格は高値だっ
た前年を大幅に下回る見込み。

 入荷量・価格の動き

　長野、群馬からの入荷がほとんどを占め
る。主力の長野で４月の低温による生育遅
れがみられる地域があるものの、群馬とも
に生育は概ね順調で肥大も良好と見込まれ
る。中旬にはピークを迎えるか。
　入荷量は前年並となり、価格は高値だっ
た前年を大幅に下回る見込み。

　群馬を中心に岩手などからの入荷とな
る。群馬は適度な降雨など天候に恵まれて
生育は順調で収穫のピーク期に入る。岩手
も生育良好で、中旬にはピークに入ると見
込まれる。総じて潤沢な出回りを見込む。
　入荷量は前年並となり、価格は前年をか
なり下回る見込み。

東 京 都中 央 卸 売 市 場
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６月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２８年 ５８９ 470 517 451 大分 31%
２９年 ５８９ 424 407 393 愛知 12%
３０年 ５２４ 433 503 450 茨城 11%
元年 ５８５ 418 422 420 北海道 11%
２年 ５１６ 557 672 662 静岡 6%

５ ヵ 年 平 均 ５６１ 459 500 471

３ 年 見 通 し ５２０ 460 450 440

２８年 ２，３８４ 139 146 133 長野 99%
２９年 ２，４７８ 111 126 131 0 0%
３０年 ２，６８７ 122 137 211 0 0%
元年 ２，５３７ 114 132 165 0 0%
２年 ２，４９３ 123 157 252 0 0%

５ ヵ 年 平 均 ２，５１６ 122 139 179

３ 年 見 通 し ２，５００ 120 140 160

２８年 １，３１６ 354 347 280 長野 52%
２９年 １，４３４ 257 282 268 北海道 22%
３０年 １，４３８ 291 390 363 愛知 4%
元年 １，３９７ 286 351 288 群馬 4%
２年 １，３７３ 345 375 433 埼玉 3%

５ ヵ 年 平 均 １，３９２ 306 349 326

３ 年 見 通 し １，４００ 340 360 380

４６１
４１８
６３１

４７２

品
目
名

 前年及び本年の

４５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　大分、愛知、茨城、北海道などから入荷
する。各産地、ほぼ平年並の入荷を予定し
ている。大分、静岡は７月末頃入荷終了、
北海道は７月末頃から入荷始めの見込み。
　入荷量は前年並で、価格は前年を大幅に
下回る見込み。

レ

タ

ス

１３４
１２２
１５６
１３５
１７４

１４４  前年及び本年の

１４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　長野からほぼ全量を入荷する。長野産は
標高1,300ｍの高冷地のものが中心となる。
産地の生育状況は良好で、７月は安定した
入荷を見込む。Ｌ玉中心の入荷予想。
　入荷量は前年並、価格は前年を大幅に下
回る見込み。

 前年及び本年の

３６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　長野、北海道を中心に入荷する。７月上
旬は入荷量が少なく単価高の見込み。中～
下旬にかけて夏秋産地である長野からの入
荷が増加してくる予想。
　入荷量は前年並、価格は前年をかなり下
回る見込み。

３２８

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）
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４０４

ね

ぎ

き

ゅ

う

り

３２５
２６９
３５０
３０９
３８７

名古屋市中央卸売市場名古屋市中央卸売市場名古屋市中央卸売市場

0

100

200

300

400

500

600

700

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7

単価

円/Kg
数量

t

月

0

50

100

150

200

250

300

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7

単価

円/Kg
数量

t

月

0

100

200

300

400

500

600

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7

単価

円/Kg

数量

t

月

14



6月30日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２８年 ４，２６３ 477 504 384 茨城 46%
２９年 ４，１５５ 475 390 371 千葉 15%
３０年 ３，９７８ 382 430 409 中国 7%
元年 ４，１８１ 426 431 348 北海道 4%
２年 ３，６５２ 536 631 566 秋田 4%

５ ヵ 年 平 均 ４，０４６ 458 474 412

３ 年 見 通 し ３，７００ 420 410 400

２８年 １０，０２０ 131 136 123 長野 86%
２９年 ９，８６７ 97 114 119 群馬 11%
３０年 ９，７９５ 107 127 218 岩手 1%
元年 ９，１２３ 102 120 163 北海道 1%
２年 ８，３０６ 117 164 289 千葉 1%

５ ヵ 年 平 均 ９，４２２ 111 131 179

３ 年 見 通 し ９，５００ 100 130 160

２８年 ６，８３５ 366 355 262 福島 40%
２９年 ７，２５５ 241 262 241 岩手 13%
３０年 ７，４４８ 312 441 323 秋田 10%
元年 ６，５９５ 306 439 236 群馬 7%
２年 ６，６２５ 339 380 412 山形 6%

５ ヵ 年 平 均 ６，９５２ 312 375 294

３ 年 見 通 し ６，９００ 330 320 310

４５０
４１０

ね

ぎ

き

ゅ

う

り

３２４
２４８
３５５
３２０
３８０

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

 前年及び本年の

３２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

３２５

　福島、岩手など東北産地からの入荷に切
り替わる。生育順調な産地が多いものの、
岩手では生育遅れがみられる産地がある。
中旬には東北各産地からの入荷が本格化
し、下旬に向け増量していく見込み。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は高値
だった前年をかなり下回る見込み。

１８６

１３９

　長野を中心に群馬などからの入荷とな
る。主力の長野は生育良好。小玉傾向は改
善され、入荷ピークとなる見込み。群馬も
順調な生育で作柄良好であり、潤沢な入荷
が見込まれる。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は高
値だった前年を大幅に下回る見込み。

 前年及び本年の

１３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

４１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城を中心に千葉などからの入荷とな
る。茨城は気温高と適度な降雨により生育
は前進傾向で出荷は前倒しとなる。千葉も
同様。中旬以降は北海道、東北産地からの
入荷量が増え、相場は軟化するか。
　入荷量は少なかった前年並となり、価格
は高値だった前年を大幅に下回る見込み。

レ

タ

ス

１３０
１１０
１４９
１２７

品
目
名

４０２
５７７

４４７  前年及び本年の

４１３
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６月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２８年 ８８９ 315 320 321 愛知 30%
２９年 ９６１ 270 252 275 宮崎 18%
３０年 ８７４ 312 331 331 徳島 16%
元年 ９２２ 289 365 354 山梨 15%
２年 ８４８ 353 397 476 群馬 5%

５ ヵ 年 平 均 ８９９ 307 331 349

３ 年 見 通 し ８５０ 320 320 330

２８年 １，３０８ 330 349 333 岐阜 36%
２９年 １，６０２ 254 255 272 愛知 29%
３０年 １，６３９ 271 307 358 北海道 19%
元年 １，５０５ 258 299 314 三重 5%
２年 １，２８３ 355 354 385 熊本 5%

５ ヵ 年 平 均 １，４６８ 290 310 330

３ 年 見 通 し １，３００ 300 300 300

２８年 ３８４ 623 786 715 北海道 51%
２９年 ４９７ 585 624 596 愛知 19%
３０年 ４０９ 655 712 789 茨城 13%
元年 ５０９ 565 615 603 熊本 8%
２年 ４７３ 575 719 750 長野 4%

５ ヵ 年 平 均 ４５４ 597 685 685

３ 年 見 通 し ４５０ 600 700 650

な

す

３１８
２６４
３２２
３２９
４０５

３２６  前年及び本年の

３２５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知を中心に宮崎、徳島などから入荷す
る。愛知の長なすは、梅雨の影響で入荷が
若干遅れるが、入荷量は平年並となる見込
み。宮崎は入荷減の見込み。
　入荷量は前年並で、価格は前年を大幅に
下回る見込み。

ト

マ

ト

３３５
２６１
３１３
２９０
３６６

３１０  前年及び本年の

３００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　岐阜、愛知、北海道を中心に入荷する。
夏秋産地の岐阜、北海道は順調な入荷が見
込まれる。作付面積は平年並で、７月10日
前後に入荷のピークを迎える予想。
　入荷量は前年並で、価格は前年を大幅に
下回る見込み。

ミ

ニ

ト

マ

ト

７０１
６０２
７２０
５９２
６８９

６５６  前年及び本年の

６５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道を中心に愛知、茨城などから入荷
する。４月下旬～５月上旬の低温の影響を
受け、夏秋作の１、２段目の着花が悪く、
７月上旬は入荷量が少ない予想。また、５
月の長雨による品質低下が懸念される。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をやや下回る見込み。

前年主要産地（％）　　　　区分
実績
と見通し
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6月30日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２８年 ４，２７３ 393 378 348 群馬 35%
２９年 ５，０７７ 314 280 273 茨城 20%
３０年 ５，１１１ 343 365 328 栃木 20%
元年 ３，９０８ 335 501 383 高知 4%
２年 ３，７９３ 408 447 532 熊本 3%

５ ヵ 年 平 均 ４，４３２ 356 386 364

３ 年 見 通 し ３，８００ 430 420 440

２８年 ７，８６１ 301 333 332 北海道 17%
２９年 ８，７４２ 285 274 259 青森 14%
３０年 ８，１５８ 303 339 356 岩手 12%
元年 ７，３１２ 286 331 310 栃木 9%
２年 ６，９１０ 376 337 374 福島 7%

５ ヵ 年 平 均 ７，７９７ 308 321 324

３ 年 見 通 し ７，３００ 360 330 300

２８年 １，６０６ 560 718 687 茨城 27%
２９年 １，９５２ 533 574 557 青森 14%
３０年 １，７６９ 643 646 731 北海道 13%
元年 ２，０１９ 537 576 593 福島 8%
２年 １，８９７ 592 672 684 熊本 8%

５ ヵ 年 平 均 １，８４９ 572 633 647

３ 年 見 通 し １，９００ 580 560 570

　茨城、青森、北海道などからの入荷とな
る。茨城は生育が前進しており、ピークは
７月上旬～中旬か。出荷が本格化していく
東北、北海道の各産地の生育は概ね順調
で、安定した入荷が見込まれる。
　入荷量は前年並となり、価格は前年をか
なり下回る見込み。

５７０

６１８  前年及び本年の

品
目
名

前年主要産地（％）　　　　区分
実績
と見通し

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

ミ

ニ

ト

マ

ト

６５８
５５４
６７４
５７０
６５１

 前年及び本年の

４３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　東北、北海道からの入荷が本格化し、栃
木と併せて入荷の中心となる。栃木は中旬
までとなり、北海道や東北は低温により生
育の遅れる産地があるものの多くは回復傾
向。中旬以降、荷は増量していく見込み。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は高値
だった前年をかなり下回る見込み。

３６３

３１８ト

マ

ト

３２２
２７２
３３３
３０８

 前年及び本年の

３３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

な

す
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３４５
４０２
４６０

３６７

　群馬、茨城、栃木など関東産地からの入
荷が中心となる。低温や曇雨天の影響は解
消し、生育は概ね順調の見込み。主力群馬
での作型の切替りはスムーズに進む予想。
全体的に下旬に向けて量を増やすか。
　入荷量は少なかった前年並となり、価格
は高値だった前年をかなり下回る見込み。
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６月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２８年 ４０８ 378 445 422 茨城 36%
２９年 ４３０ 351 370 368 北海道 20%
３０年 ３１１ 481 507 523 宮崎 18%
元年 ４５９ 402 432 449 高知 9%
２年 ４０７ 497 585 600 青森 7%

５ ヵ 年 平 均 ４０３ 418 464 468

３ 年 見 通 し ４００ 520 450 400

２８年 １，４０３ 214 204 182 静岡 33%
２９年 １，２７０ 152 170 135 北海道 27%
３０年 １，６８５ 67 84 91 茨城 16%
元年 １，５２３ 165 178 173 長崎 11%
２年 １，３４７ 404 418 380 青森 9%

５ ヵ 年 平 均 １，４４６ 194 204 188

３ 年 見 通 し １，４００ 180 180 180

２８年 ３，５１６ 162 178 156 兵庫 73%
２９年 ４，０８８ 90 88 81 北海道 11%
３０年 ４，５３２ 80 99 93 富山 6%
元年 ４，７３９ 81 84 79 愛知 5%
２年 ４，９９３ 112 134 129 長野 3%

５ ヵ 年 平 均 ４，３７４ 103 114 106

３ 年 見 通 し ４，８００ 125 125 125

ピ

ー

マ

ン

４２１
３５６
５１５
４３７
５７９

４５７  前年及び本年の

４５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城、北海道、宮崎を中心に入荷する。
５月の天候不順により７月上旬は入荷量が
少なく、中～下旬から安定した入荷となる
予想。
　入荷量は前年並で、価格は前年を大幅に
下回る見込み。

ば

れ

い

し

ょ

１８８
１４９
８０

１７３
３９５

１９１  前年及び本年の

１８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　静岡、北海道を中心に入荷する。静岡は
Ｌ玉中心で７月中旬頃に入荷終了予定。北
海道は天候不順により生育が４～５日遅れ
ており、下旬から販売の見込み。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
を大幅に下回る見込み。

た

ま

ね

ぎ

１５９
８５
８８
８１

１２６

１０６  前年及び本年の

１２５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　兵庫を中心に北海道、富山などから入荷
する。兵庫の淡路島は作柄良好で、２Ｌや
Ｌ玉を中心に入荷する。富山は６月下～７
月上旬より入荷スタートとなる。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は安
値だった前年を大幅に上回る見込み。
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6月30日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２８年 １，７９２ 378 455 414 茨城 53%
２９年 １，９６８ 356 340 377 岩手 28%
３０年 １，７８９ 500 485 491 福島 6%
元年 １，８８０ 396 488 504 宮崎 4%
２年 １，９７０ 544 615 665 青森 3%

５ ヵ 年 平 均 １，８８０ 435 477 492

３ 年 見 通 し １，９００ 450 420 420

２８年 ５，６１３ 180 174 164 茨城 34%
２９年 ５，５０６ 152 138 117 北海道 25%
３０年 ５，４４７ 71 74 74 千葉 22%
元年 ５，０６８ 166 180 174 静岡 10%
２年 ４，５０２ 344 332 333 長崎 6%

５ ヵ 年 平 均 ５，２２７ 177 174 166

３ 年 見 通 し ４，９００ 130 140 135

２８年 ８，０８６ 154 178 180 兵庫 44%
２９年 ８，８７６ 102 95 87 佐賀 27%
３０年 ８，９５８ 88 92 101 北海道 4%
元年 ９，３３６ 84 86 92 香川 4%
２年 １０，０２５ 114 138 157 富山 4%

５ ヵ 年 平 均 ９，０５６ 107 117 123

３ 年 見 通 し １０，０００ 105 110 115

　茨城、岩手からの入荷が中心となる。主
力の茨城は生育順調で着果も良好だが、
ピークを過ぎ減少していく。岩手は４月の
低温による生育遅れから回復し、最盛期に
入って徐々に増量する見込み。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は高値
だった前年を大幅に下回る見込み。

　茨城、北海道、千葉などからの入荷とな
る。茨城は生育順調、千葉は前進化も、と
もに平年並の入荷量を見込む。静岡は生育
順調で掘り取り作業が早く進む。北海道は
序盤。総じて出回りに不足感はないか。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は高
騰した前年を大幅に下回る見込み。

　兵庫、佐賀からの入荷が中心となる。兵
庫、佐賀ともに天候に恵まれて順調に生育
し肥大も良好。収穫作業は順調に進み、大
玉傾向で２Ｌ比率が高い。総じて潤沢な入
荷が見込まれる。
　入荷量は多かった前年並となり、価格は
前年を大幅に下回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

 前年及び本年の

１１０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

１３５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し
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※アールスメロンの旬別単価は、データが存在しないため表示しない。

６月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２８年 ８，４１１ 385 391 421 愛知 17%
２９年 ７，７６６ 405 424 461 フィリピン 14%
３０年 ８，１９２ 435 439 461 長野 12%
元年 ７，７４１ 442 437 456 石川 9%
２年 ７，７９３ 467 442 398 山形 7%

５ ヵ 年 平 均 ７，９８１ － － －

３ 年 見 通 し ６，３００ － － －

２８年 １９７ － － － 愛知 61%
２９年 ２０２ － － － 静岡 32%
３０年 １６４ － － － 高知 5%
元年 １６０ － － － 茨城 2%
２年 １８７ － － － 0 0%

５ ヵ 年 平 均 １８２ － － －

３ 年 見 通 し １７０ － － －

２８年 ２，６０３ 172 183 224 長野 20%
２９年 ２，３４３ 179 190 224 フィリピン 20%
３０年 ２，７１３ 211 216 225 石川 18%
元年 ２，６６４ 197 163 149 愛知 16%
２年 ３，８７６ 216 162 182 新潟 9%

５ ヵ 年 平 均 ２，８４０ 197 181 199

３ 年 見 通 し ２，６００ 200 180 180

 前年及び本年の

１８５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　長野、フィリピン、石川などから入荷す
る。現状は小玉傾向だが、梅雨入りが早
かったため大玉になる可能性がある。長
雨、日照不足等の影響で、今後数量不足や
品質低下が懸念される。
　入荷量は前年を大幅に下回り、価格は前
年並となる見込み。
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１９０

 前年及び本年の

６００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知、静岡を中心に入荷する。前年は愛
知の生育が大幅に前進したが、本年は前年
ほどではない。７月中旬までは中元ギフト
の需要が見込まれる。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年をかなり上回る見込み。
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 前年及び本年の

５００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　みかん、もも、メロン、すいかなどを中
心に入荷する。各品目、生育は前進傾向で
ある。ももは長野の露地ものが７月上旬よ
り入荷予定。
　入荷量は前年を大幅に下回り、価格は前
年をかなり上回る見込み。
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２８年 ３４，８８３ 407 429 420 山梨 16%
２９年 ３２，８５１ 467 461 473 山形 15%
３０年 ３３，７４２ 488 465 448 千葉 10%
元年 ３１，２９１ 496 453 413 新潟 7%
２年 ３０，４８０ 521 474 457 フィリピン 7%

５ヵ年平均 ３２，６４９ － － －

３年見通し ３０，５００ － － －

２８年 ５８２ 777 780 649 静岡 48%
２９年 ５７３ 805 770 713 愛知 14%
３０年 ４９１ 850 772 733 茨城 10%
元年 ５２１ 830 762 620 高知 8%
２年 ５２５ 766 720 630 千葉 7%

５ヵ年平均 ５３８ 806 761 669

３年見通し ５２０ 810 740 670

２８年 １２，５０９ 176 192 206 山形 21%
２９年 １１，３３６ 205 221 240 新潟 19%
３０年 １２，４５８ 249 235 215 千葉 17%
元年 １０，８７５ 202 161 155 神奈川 12%
２年 １１，５９０ 218 171 173 茨城 10%

５ヵ年平均 １１，７５４ 210 196 198

３年見通し １１，６００ 210 195 195

 前年及び本年の

２００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　上旬は新潟、千葉産が潤沢に入荷し、中
旬は長野、下旬には山形がピークを迎え
る。各産地生育は順調で、入荷量、価格は
例年並になる見込み。
　入荷量は前年並で、価格は前年をかなり
上回る見込み。

す

い

か

１９４
２２２
２３１
１７０
１８６

２０１

 前年及び本年の

７４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　静岡、茨城を中心に入荷する。中心とな
る静岡は生育順調で外観、内容ともに良く
上位等級品の比率も高い。前年並の入荷量
を見込む。茨城は旧盆需要向けの出荷で後
半に向けて入荷増の見込み。
　入荷量は前年並で、価格は前年をやや上
回る見込み。

ア

ー

ル

ス

メ

ロ

ン

７４０
７６７
７８８
７４２
７０７

７４９

４８２

４５７  前年及び本年の

４８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

  すいか、もも、メロンなどを中心に入荷
する。ももなど出荷時期が前進している品
目もあり、果実全体の入荷量は少なかった
前年並みか。気温の上昇により果実の消費
が期待されるほか、ギフト需要もあるた
め、価格は維持される見込み。
　入荷量、価格ともに前年並の見込み。

６月３０日現在

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

果

実

計

４１９
４６７
４６５
４５３

名古屋市中央卸売市場東 京 都中 央 卸 売 市 場
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切　花　・　鉢　花　の　７　月　の　見　通　し

　切　花（愛知名港花き地方卸売市場　　６月３０日現在）

２８年 １，７７２ ４９
実 ２９年 １，７８１ ３８

３０年 １，３７７ ４４
績 元年 ２，００５ ３５

２年 １，７４９ ４５

１，７３７ ４２

１，７５０ ４０

概

要

２８年 １，７３９ ３１
実 ２９年 １，５４９ ２７

３０年 １，４９１ ３２
績 元年 １，８５８ ２１

２年 １，６７２ ３１

１，６６２ ２８

１，７００ ３０

概

要

２８年 １，０６０ ４２
実 ２９年 １，０９０ ３５

３０年 １，１１３ ４２
績 元年 １，０７０ ４１

２年 １，００５ ４５

１，０６８ ４１

１，０５０ ４５

概

要

２８年 １２６ ８８
実 ２９年 １２０ ８０

３０年 １００ １０７
績 元年 １２９ ８５

２年 １０６ ９５

１１６ ９０

１２０ ９０

概

要

３年見通し

福島、長野から入荷する。上旬は据置株のピークとなり入荷が多いが、七夕向けの注文が
あり、枝カスミは少なくなりそう。

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

愛知、埼玉、奈良から入荷する。中旬以降に長野もスタートする。前半は新盆需要もあ
り、動きは良さそう。中旬から下旬にかけては数量が伸びてくるにつれ、動きが悪くなり
そう。

５ヵ年平均

３年見通し

カ
ー

ネ
ー

シ
ョ

ン

か

す

み

そ

う

長野、北海道を中心に入荷する。１、２週目に少し山ができるが、その後はなだらかに入
荷の見込み。

５ヵ年平均

小

ぎ

く

品
目

輪

ぎ

く 愛知、三重、長野から入荷する。上旬は新盆需要の兼ね合いもあり、入荷数量は増加し、
引き合いも出てくると見込まれる。中旬は一旦落ち着き、下旬以降旧盆に向けて数量が伸
びてくる。

　　　　　区分
実績等

５ヵ年平均

３年見通し

５ヵ年平均

３年見通し

単位：千本、円／本
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２８年 ３２５ １５６
実 ２９年 ３４２ １３１

３０年 ２９３ １４８
績 元年 ３３４ １４４

２年 ３０２ １５２

３１９ １４６

３２０ １４５

概

要

２８年 ３１４ ９９
実 ２９年 ２９６ ９２

３０年 ３４０ ８３
績 元年 ３３３ ９２

２年 ２３５ １００

３０４ ９３

２５０ ９５

概

要

２８年 ７７０ ４４
実 ２９年 ７０７ ４２

３０年 ６６５ ５０
績 元年 ６６５ ４５

２年 ５８５ ５４

６７８ ４７

６００ ５２

概

要

２８年 １，６１０ ４６
実 ２９年 １，５４２ ４８

３０年 １，４２３ ４７
績 元年 １，５７０ ５６

２年 １，４９０ ５８

１，５２７ ５１

１，５００ ５６

概

要

３年見通し

７月７日七夕に向け、笹、桔梗、シペラス、ルリ玉、ベッチーズブルー、エリンジウムな
どを中心に入荷する。新盆向需要で法月の入荷も始まる。ヒペリカムは国内産の入荷ピー
クを向かえる。

品
目

　　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヵ年平均

３年見通し

愛知、静岡、鹿児島の国産物や輸入物が入荷する。台湾のオンシジウムは徐々に減少し、
タイのデンファレ等も昨年より入荷は減少する見込み。

ば

ら

５ヵ年平均

３年見通し

愛知、岐阜、和歌山、長野、山形を中心に入荷する。伊勢産は７月７日で一旦夏の株休め
に入る。入荷は前年並が見込まれる。

ゆ

り

５ヵ年平均

３年見通し

オリエンタルは新潟、北海道、岐阜、埼玉から、ＬＡユリは新潟、埼玉から入荷する。鉄
砲は兵庫、長野、愛媛からの入荷となる。入荷量は全般的に多くなる見込み。

枝

も

の

５ヵ年平均

洋

ら

ん

単位：千本、円／本
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　鉢　花（愛知豊明花き地方卸売市場　　６月１８日現在）

２８年 ２１，５１２ １，１３６

実 ２９年 ２０，５４８ １，０９１

３０年 ２１，５９２ １，０７８

績 元年 ２３，４４０ ９８３

２年 ２５，７４８ １，０２０

２２，５６８ １，０５８

２５，０００ １，０００

概

要

２８年 ２３，５０６ ３，４３５

実 ２９年 ２７，３７９ ３，５６７

３０年 ２７，２４５ ３，０８２

績 元年 ３６，８２３ ２，５０４

２年 ２９，３７３ ３，２１５

２８，８６５ ３，１１１

２９，０００ ３，２５５

概

要

２８年 １１，２９４ １１６

実 ２９年 １４，２６０ １２１

３０年 １１，８２５ ７９

績 元年 １１，９９０ １１７

２年 １３，４４６ １２１

１２，５６３ １１１

１２，０００ １１７

概

要

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　入荷量は前年より減少か。昨年からの新型コロナウィルスの影響により苗の輸入量を減
らしている。大輪よりミディーの方が入荷量は減る見込み。気温も上がり開花スピードも
早いため、固めの出荷でお願いしたい（６分咲き程度）。
　前年７月の主要県の入荷実績は、金額ベースで１位愛知(53.9％)、２位千葉(11.7％)、
３位静岡(7.6％)となっている。

５ヵ年平均

３年見通し

バ
ラ
及
び
ミ
ニ
バ
ラ 　入荷量は前年より減少か。例年通り３～３．５号の小鉢中心の入荷となる。鉢花全体に

入荷減の時期になるが花持ちなどの問題から販売も厳しく安価で推移する見込み。岐阜・
愛知が入荷のメインになる見込み。
　前年７月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位岐阜(55.1％)、２位愛媛
(27.8％)、３位群馬(10.6％)となっている。

フ

ァ

レ

ノ

プ

シ

ス

品
目

ア

ン

ス

リ

ウ

ム

　入荷量は前年並か。作付け内容に大きな変更はなく、６号ＭＩＸが主体となる。７号以
上は赤・ピンク・白系が主力の色目となる。前月に続き、白の引き合いが強くなる見込
み。
　前年７月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知(90.5％)、２位長崎
(6.2％)、３位徳島(2.0％)となっている。

　　　  区分
実績等

５ヵ年平均

３年見通し

５ヵ年平均

３年見通し

単位：鉢、円／鉢
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２８年 １，８３７ ９４０

実 ２９年 ２，３６２ ５３５

３０年 １，４４６ ６３３

績 元年 １，８０６ ５５４

２年 １，０７８ ７０１

１，７０６ ６６４

１，５００ ７００

概

要

２８年 ５，２０１ ４１７

実 ２９年 ２，５２６ ６２３

３０年 ４，８２３ ３８１

績 元年 ５，８８０ ２７９

２年 ６，０８３ ３１４

４，９０３ ３７３

５，９００ ３２０

概

要

２８年 ２２，４１９ ６６９

実 ２９年 ２２，８２１ ７５４

３０年 １９，３５１ ７９７

績 元年 ２２，５７５ ５７７

２年 ２０，０１８ ８７２

２１，４３７ ７２９

１９，０００ ８９５

概

要

３年見通し

　愛知は総数で前年並の入荷量の見込み。長崎が今年はほぼ無し、高知に関してもほぼ無
しでトータルでの入荷量は１割～２割減と予想される。
　前年７月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知(76.6％)、２位長崎
(9.8％)、３位高知(9.5％)となっている。

卸売価格

３年見通し

　先月に引き続き、ユッカ・マッサン等原木類、各サイズの品薄が続く予想。輸入原木の
状態が悪いという深刻な問題があり、７～10号のＢ品の入荷が中心になっている。サイズ
別では特に４号の品薄状態が続く。
　前年７月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知(61.2％)、２位三重
(13.1％)、３位沖縄(5.9％)となっている。

ド

ラ

セ

ナ

類

５ヵ年平均

ス

パ

テ

ィ

フ

ィ

ラ

ム

前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヵ年平均

３年見通し

　年々生産量が減しているため、入荷量は前年より減少か。一方、コロナ禍での観葉植物
ブームに乗り、需要も高まる見込みで、単価も良く平均単価はＵＰすると思われる。特に
３号は生産量減、４号での生産・出荷がメインであるが、高単価が取れる５号以上の生産
は前年並み。
　前年７月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位三重(39.2％)、２位愛知
(34.9％)、３位岐阜(19.5％)となっている。

オ

ン
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ジ
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ム

５ヵ年平均

品
目

　　　　区分
実績等

入荷量

単位：鉢、円／鉢
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あいち農産物生産流通レポート №577
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農業水産局農政部食育消費流通課 

〒460-8501 

名古屋市中区三の丸三丁目１番２号 

電話 （０５２）９５４－６４３４   

いいともあいち運動って知ってる？？ 

○ 県内の消費者と生産者が今まで以上にいい友
・ ・ ・

関係になる 

○ Eat more Aichi products（イート モア アイチ プロダクツ） 

＝もっと愛知県産品を食べよう（利用しよう） 

愛知県の農林水産業の振興や農山漁村の活性化を通じて県民全体の暮ら

しの向上を図るため、県民の方々に「愛知県農林水産業の応援団」になっ

てもらい、消費者と生産者が一緒になって愛知県の農林水産業を支えてい

こうという「運動」です。 

県民の方々に愛知県産農林水産物をもっと利用していただきたいとい

う、「愛知県版地産地消の取組」でもあります。 


